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江崎禎英氏講演資料より（出典）国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成24年1月推計）」、総務省「人口推計」

①多様な働き方

③健康寿命を延ばす

②ICTを活用し生産性向上



平成30年10月5日経済財政諮問会議：2040年を見据えた社会保障・働き方改革（根本臨時議員提出資料）

テクノロジーの徹底活用



入院時より多職種が患者情報を共有するために
ICT活用は必須

入院）ICT「Information and Communication Technology（情報通信技術）」を活用し業務の効率化進める

スマートベッド

入院時より多職種が情報共有し、入院早期より在宅に向け退院支援

IoT活用バイタルデバイス入退院支援DB 電子カルテのクラウド化

電子カルテ

入院



他の医療機関ともICT利用（Doctor to Doctor）
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（2018年）



バイタルデバイス

室温センサー

ワットチェッカー

テレビの利用

ナースコール機能

AIカメラ転倒検知

※開発中

※開発中

在宅）IoT・AIの活用で在宅での見守り効率化



「タッチパネルは使えない。」
「壊したらどうしよう。」
「怖い・・・。」

液晶テレビを利用した在宅の見守りシステム
ICTを使えないお年寄りに!
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屋内での室温や湿度管理が必要屋内での室温や湿度管理



地域介護医療

医療機関や介護施設に通うサービスが主体

2020年:現在



地域介護医療

医療機関まで来ることができない患者さんが増加!
在宅医療の充実を早急に進めるためには、患者と医師の信頼関係のもと
ICTの有効活用しかない

2035年:85歳以上が急増する時代:



人口減少・高齢化が進む中で、限られた人材や医療資源

を活用し、いかに質を向上させながら生産性を向上するのか。

その答えの一つがICTの本格的な活用である。


